英語圏の中心でパトワを叫ぶ : リントン・クウェシ・ジョンソンのダブ・ポエトリーをめぐって by 稲垣 健志
“Writing was a political act,
and poetry was a cultural weapon.”
（Linton Kwesi Johnson）
はじめに
1952年、リントン・クウェシ・ジョンソン（Linton
Kwesi Johnson、以下LKJ）はジャマイカのチャペル
トンという町に生まれた。62年、母の後を追ってイ
ギリスのロンドンに渡ったLKJは、イギリス・ブラッ
ク・パンサー党に参加し政治活動をおこなう一方、
ロンドン大学ゴールド・スミス・カレッジに入り社
会学の学位を取得する。そして、1970年頃からはパ
トワ（patois）と呼ばれるジャマイカン・クレオール
で詩の制作を始め、さらにその詩をレゲエのリズム
を加工してつくられたダブに合わせて朗読する「ダ
ブ・ポエトリー」で、移民を周縁化するイギリス社
会に鋭く切り込んでいくアーティストの一人となっ
ていった。1974年に初の詩集Voices of the Living
and the Dead を、1978年には世界初となるダブ・ポ
エトリーのアルバムDread Beat an’ Bloodを発表し、
現在に至るまで精力的な活動をおこなっている。彼
はなぜこのようなスタイルの作品を制作し始めたの
か。本稿の目的は、具体的なLKJの作品を考察する
ことではなく、その前段階として彼がダブ・ポエト
リーをつくるにいたった社会的・思想的背景を粗描
することである。
１．パトワとは何か
まずはパトワという言葉について確認してみた
い。先述のように、パトワとはクレオール語のひと
つであり、クレオール語とは植民地支配者の言語を
もとに、奴隷を働かせプランテーションを機能させ
るために生まれた言語である１。アフリカ各地から
奴隷としてカリブ・中南米に連れてこられた者たち
は、共通の言語をもたなかった。植民地支配者との
会話はもとより、彼(女)ら奴隷同士でもコミュニ
ケーションがままならない状況だったのである。そ
こで支配者の言語（イギリス植民地なら英語）を、
語彙的にも文法的にも簡略化した言葉「ピジン語」
がつくられた。このピジン語が時代を経て、やがて
植民地で生まれ育った奴隷たちの「母語」となる。
こうしてネイティブ話者を獲得した言語が、「クレ
オール語」と呼ばれるようになっていく。つまり、
クレオール語という一つの言語があるわけではな
く、島やその周辺ごとにそれぞれのクレオール語が
形成されていったのであり、その中でパトワとはジャ
マイカにおいて英語がクレオール化した言葉なので
ある。
次に、LKJのファーストアルバムであるDread
Beat an’ Blood（1978）に収められている作品come
wi guh dung dehの詩を例に、パトワと英語の違いを
みてみよう。タイトルのcome wi guh dung dehの中
で、comeだけは英語表記と同じである。その他の
言葉を英語に置き換えると、wiはwe、guhはgo、
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dungはdown、dehはthereにあたる。よってタイト
ルを英語表記にすれば、come we go down thereと
なる。また、詩の中ほどに次のような箇所がある。
di people dem a bawl / fi food dung deh
dem cant get noh food / but food dung deh
ここでやや読みにくいのは、di people dem a bawlと
いうフレーズであろう。peopleとbawlは英語表記と
同じで、diはthe、demはtheyと置き換えられる。
残ったaだが、bawlという動詞の前に置かれた場合、
これは現在進行形を意味する。したがって、このフ
レーズを英語表記するなら、the people they are
bawlingとなるのである。このように、パトワは英
語を基にしながらも、語彙的にも文法的にもやや異
なった特徴を持っている。
２．パトワを叫び始めたものたち
こうしたパトワのようなクレオール語は、しかし
ながら、「正統的な」ヨーロッパ諸語の不正確な変形
という前提から、ブロークン・イングリッシュであ
るとか俗悪ポルトガル語といったように「劣った言
葉」とみなされてきた２。第２次世界大戦後、カリ
ブ海域、とりわけジャマイカから多くの移民がイギ
リスに渡ったが、彼(女)らはこの「劣った言葉」に
よって差別を受けることになる。こうした移民第１
世代は、概して自らの言葉を直し、「正しい英語」を
おぼえることで苦境を乗り越えようとした。しか
し、イギリス生まれ、もしくは幼い頃にイギリスに
渡ってきた移民第２世代は、自らの「劣った言葉」
を積極的に使用していく。「母語」に対するこうし
た移民の態度の変化には、主に２つの要因がある。
彼(女)らはなぜパトワを叫んだのか。本節ではこの
点を確認してみたい。
ひとつめの要因は、1960年代のアメリカで興った
公民権運動およびブラック・パワー運動の影響であ
る。トム・Ｗ・スミスによれば、20世紀初頭までは
「カラード」、その後1960年代までは「ニグロ」とい
うのが、アメリカにおけるアフリカ起源を持つ人た
ちを示す名称としては一般的であった。逆に「ブ
ラック」とは不快で好ましくないものであり、「ブ
ラック」と呼ぶことはそこに侮蔑の意味が込められ
ていた３。しかし1960年代に入り、マーティン・ルー
サー・キングやマルコムＸが公民権運動のリーダー
シップを獲得すると、彼らは「ブラック」という名
称を積極的に用いるようになる。タリク・モドゥー
ドが指摘するところでは、こうした運動の重要な要
素のひとつには、それまで否定的・差別的な意味を
持っていた「ブラック」を自称することで、「ブラッ
ク」という言葉がもつ意味をポジティブに逆転させ、
「名付けの権利」を自らの手に獲得することがあっ
た４。学生非暴力調整委員会（SNCC）の議長であり、
一時期ブラック・パンサー党も率いたブラック・パ
ワー運動の中心人物ストークリ ・ーカーマイケルは、
「ブラック」という言葉を使用する意義について、こ
う力説する。
もしわれわれが「ニグロ・パワー」といったら誰
もこわがりはしないだろう。しないどころか支持
する者だっているかもしれない。もしわれわれが
「パワー・フォー・カラード・ピイプル」といった
らみんなが支持してくれるかもしれない。しかし
われわれが使っているのは「ブラック」という言
葉である。「ブラック」こそわれわれが用いてい
る言葉である｡５
このカーマイケルの演説からは、「ニグロ」や「カラー
ド」を使って白人の支持を取り付けるという妥協を
排し、「ブラック」に対する「白人の恐怖」をも闘争
に活かそうとするブラック・パワー運動の急進性が
見てとれるだろう。こうした「ブラック」をめぐる
アメリカの運動は、キングやマルコムＸのイギリス
訪問なども相まって、すぐにイギリスの移民社会に
影響を与え、LKJも参加するイギリス・ブラック・パ
ンサー党が結成されるなどしていった。「劣った言
語」パトワの意味を逆転させようという移民たちの
運動も、旧支配者たちによって否定的な意味を与え
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られたものを自ら肯定的なものに変えていくこの時
代の歴史的文脈の上にあったのである。
パトワを積極的に使用していったもうひとつの要
因は、イギリスにおけるラスタファリ運動の興隆に
ある。ラスタファリ運動とは、ジャマイカ出身の政
治指導者マーカス・ガーヴェイが唱え始めた、アフ
リカ回帰主義・アフリカ中心主義の要素を持つ思想
運動である６。1914年、彼は首都キングストンで万
国黒人地位改善協会（Universal Negro Improvement
Association）という組織を結成したが、その目的は
彼が抱いていたいくつかの夢に基づいている。その
夢とは、まず一つ目に世界的規模の黒人種の組織を
結成すること。二つ目に、孤立した後進的な植民地
のアフリカを、すべての黒人が誇れるような自立し
た大国にすること。三つ目に、アフリカを世界の主
要勢力の一員として、全ての黒人が帰還しうるよう
な発展した黒人国家にすること。四つ目に、黒人国
家から世界の主要国・主要都市へ黒人の代表を送り
出すこと。五つ目に、黒人文化を教授する黒人の教
育機関を設立すること。そして最後に、あらゆると
ころにいる黒人を向上させるために運動することで
あった７。彼の運動は、当時イギリスの植民地で
あったジャマイカにおいて、当局と中産階級の人々
からの反発があったが、貧しい人々を中心に多くの
信奉者を集めた。1916年、ガーヴェイは運動を広げ
るためアメリカへ渡るが、その直前に演説で「黒人
の王が王位につくときのアフリカに注目せよ。彼こ
そ救い主となる人物である。」と語ったと言われて
いる８。そして1930年、ガーヴェイの信奉者たちに
とって、この予言めいた言葉が現実のものとなった。
この年の11月、エチオピアの皇太子であったラス・
タファリ（Ras Tafari）がハイレ・セラシエ１世（Haile
SelassieⅠ）として皇帝の座についたのである９。ラ
スタファリ運動という名称が彼の皇太子名からきて
いることからも分かるように、ガーヴェイの信奉者
たちは、この王の戴冠を神の啓示と捉え、ハイレ・
セラシエを救世主、生き神とみなしたのである。現
在ラスタファリ運動の支持者（ラスタファリアン）
の正確な数は分からない。また一口にラスタファリ
運動といっても、そこにはいくつかの団体があり、
教義も様々である。しかしハイレ・セラシエが救世
主、生き神であるということは、ほとんどの支持者
が認めていると言われている10。
元々、この運動にはジャマイカの打楽器などを
使った儀礼音楽が存在していたが、ラスタファリ運
動の精神を表す新しい音楽として、1960年代後半に
レゲエが生まれた。1960年代のジャマイカではアメ
リカのリズム・アンド・ブルースの影響を受けたス
カ、ロック・ステディと呼ばれる音楽が作られるよ
うになっていたが、このスカ、ロック・ステディと
儀礼音楽が結びつき、レゲエが生まれたと言われて
いる11。そしてこのレゲエを大きく発展させたの
が、ボブ・マーリィである。マーリィは彼自身がラ
スタファリアンであり、例えばハイレ・セラシエが
1968年にアメリカのスタンフォードで行なった講演
を『戦争（War）』12という歌にするなど、ラスタファ
リ運動のテーマをレゲエのリズムにのせて数多くの
楽曲を制作した。彼の世界的成功に伴い、ラスタ
ファリ運動の音楽としてのレゲエもまた世界に認知
されていったのである｡13
イギリスにラスタファリ運動が入ってきたのは、
エチオピア世界連盟（EthiopianWorld Federation)14
の支部がイギリスにつくられた1968年頃だと言われ
ている。イギリスにおけるラスタファリ運動の研究
はあまり進んでいないが、アーネスト・キャッシュ
モアの『ラスタマン―イングランドにおけるラスタ
ファリ運動』（Rastaman: the Rastafarian Movement
in England)15はその全体像を捉える上で有益だと考
えられる。このなかでキャッシュモアが強調するの
は、ジャマイカのラスタファリ運動とイギリスのそ
れとの違いである。イギリスのラスタファリの形成
において、キャッシュモアが重要視するのは主に移
民第２世代のイギリスでの経験であった。自ら海を
渡ってきた第１世代とは異なり、第２世代のものた
ちは生まれたときから（あるいは物心がついたとき
から）イギリスで生活していたため、前世代に比べ
差別や抑圧に対し敏感であった。イギリスでのラス
タファリ運動は、そうした若い移民たちがジャマイ
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カの先行者に多くを依拠しながら、それを自分達の
社会的経験と結びつけた結果生まれたのであっ
た16。またキャッシュモアは別のところで、若いラ
スタファリアンへ路上での聞き取りを行なってい
る。ここで注目すべきは、イギリスのラスタファリ
アンたちがパトワを使うということに言及した箇所
である。
ラスタファリアンたちはジャマイカなまりを使用
することで、白人との社会的な違いを強調した。
（中略）何年もの間、白人の独演コメディアン達が
あざけったり笑いのネタにしたりしたため、一般
的にジャマイカなまりは「サンボ」というステレ
オタイプとして扱われてきた。（そのため）古い
ジャマイカの人たちの多くはこのなまりを隠し、
白人との会話をしやすくするため、アクセントを
直してきた。ラスタファリアンたちはこれと逆の
ことをしたのである。（中略）あるラスタは私に
こう語った。「もしあんたが白人ならそれ（パト
ワ）を理解することはできないね。唯一ラスタだ
けが理解することができるんだ」と｡17
このように、1960年代後半から70年代のイギリスに
おいて、若い移民第２世代たちは、ブラック・パワー
運動やラスタファリ運動の影響を受けながら、侮蔑
的にあつかわれてきたパトワを肯定的な意味に読み
換え、自らの言葉として叫び始めたのである。
３．「英語圏の中心でパトワを叫ぶ」とい
う文化実践
LKJの活動も基本的にこの文脈の上にあるといっ
てよい。彼自身イギリス・ブラック・パンサー党に
関わっていたし、また、初期の詩にはラスタファリ
運動に影響を受けた作品が数多くみられるからであ
る。しかし、LKJは1978年９月の音楽雑誌のインタ
ビューにおいて、「自分はラスタではなく、現実主義
者だ。（中略）自分がラスタファリアンではないこ
とは強調しておきたい。｣18と答えている。同様に、
1997年２月に日本を訪れた彼は、鈴木慎一郎のイン
タビューに対し、次のように語っている。
たしかに1970年代初め、ラスタの主張に賛同した。
彼らはこう唱えた。文化や宗教や言語における西
欧の支配にはうんざりだ。われわれが賞賛すべき
は、アフリカの文化や遺産であり、自由のため闘っ
たマンデラやガーヴェイなどのヒーローだと。英
国で青年期迎えた者としてこれには共感できた。
だがセラシエが神だとは信じなかったし、黒人は
アフリカへ帰るべきだとも思わなかった。われわ
れは前に進んでいくのであって、時計の針は元に
戻せない｡19
こうしたインタビューが示しているように、LKJは
ラスタファリ運動の主張に基本的に同意しながら
も、アフリカ回帰主義の面には強い違和感をおぼえ、
ラスタファリアンを自称しなかったのである。彼の
こうした姿勢には、ある人物の影響が深く関わって
いる。同じ日本でのインタビューの別の場面をみて
みよう。
C.L.R.はじかに知ってるよ。レイス・トゥデー・コ
レクティブに私がいた頃、彼は思想的には私たち
のリーダーだった。組織に加わっていたわけでは
ないが、彼は私たちのオフィスがある建物の上階
に住んでいた。私も何かと買い物に行ってあげた
り、彼の部屋で話しをしたりした。いろんなこと
を聞かれたな。どこの出身だ？どこの学校に通っ
た？お父さんとお母さんは何をしてる？きみは何
をしてる？こんな具合に。レゲエをやってます、
詩を書いてますって答えると今度は、どこで演っ
てる？どんな人が観に来る？それでいくら稼いで
る？っていう感じだった。そうだな、C.L.R.とじ
かに知りあえたことは名誉だ｡20
このインタビューで触れられているC.L.R.とは、シ
リル・ライオネル・ロバート・ジェームズのことで
ある。ジェームズはトリニダード出身の作家・思想
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家で、本橋哲也によれば「エメ・セゼールやフラン
ツ・ファノンらと並んで、20世紀後半から影響を持っ
たポストコロニアリズムという植民地主義批判の思
潮の発達に貢献した、いわば『第一世代』のポスト
コロニアル知識人のひとりである｣21。また、レイ
ス・トゥデ ・ーコレクティブとは『レイス・トゥデー』
というイギリス国内外のブラックに関わる政治・文
化を扱う雑誌の編集部で、1970年代から80年代には
LKJも深く関わっていた。ジェームズはロンドンに
ある『レイス・トゥデー』編集部の階上にある部屋
で、その晩年を過ごした。彼はそこで、LKJをはじ
めとする『レイス・トゥデー』関係者にさまざまな
助言や影響を与えたのである。
ジェームズの主著と言えば、邦訳もある『ブラッ
ク・ジャコバン―トゥサン＝ルヴェルチュールとハ
イチ革命―』22であろう。本書があつかったテーマ
は、副題にあるとおり、1791年に起こった「ハイチ
革命」である。ジェイムズにとってハイチ革命は、
「史上唯一の成功した奴隷反乱であり、克服すべき
困難を数多く抱えていたことは、この反乱が含む意
義の巨大さを明証している。仲間が100人いても
たったひとりの白人のまえでさえ恐れおののいてい
た奴隷たちが、みずから組織し、当時最強のヨーロッ
パ諸国を打破しうるような人民へと変容していった
過程は、革命闘争とその成就における偉大な叙事詩
のひとつ｣23であった。本書の初版は1938年に出さ
れているが、奴隷による革命闘争の成果と課題を克
明に描くことによって、ジェームズは当時のアフリ
カにおける反植民地主義闘争を後押しすることを企
図したのである。さらに1963年には、補論「トゥサ
ン＝ルヴェルチュールからフィデル・カストロへ」
を追加し、今度はカリブ地域での闘争を支援した。
このように、本書は数十年に渡って世界各地の反植
民地主義闘争を鼓舞してきたのであり、この文脈に
おいてイギリスの移民にも影響を与えたことは間違
いない。しかしジェームズの主題はこれに留まった
わけではない。彼は積極的にカリプソやクリケット
などのカリブ地域文化についても論じていった。こ
うしたジェームズの文化論について、『ブラック・
ジャコバン』に解題を寄せた石塚道子はこう述べて
いる。
この時期（1960年代）の彼は、カリブ文化とりわ
けスポーツ、美術、音楽にかんする多くの評論を
執筆した。トリニダード島のカリプソ歌手である
マイティ・スパローにかんする評論『マイティ・
スパロー』（1961年）はその代表的なもののひとつ
である。当時のカリブ地域では、みずからの文化
をアフリカとヨーロッパ文化の要素の複合物であ
ると把握し、その価値を論じることに人々はため
らいを感じていた。つまり、洗練されたヨーロッ
パ文化にたいして、カリブ文化は、たんに「遅れ
た」、あるいは「くずれた」状況のヨーロッパ文化
であると考えていたのである。（中略）しかし
ジェームズは、独立にさいしての文化的アイデン
ティティの重要性を明確に認識し、それまで語ら
れることがなかった民衆文化に光を当てたのであ
る｡24
こうしたジェームズの文化の捉え方は、ラスタファ
リ運動を主導したマーカス・ガーヴェイと対比する
ことで、より鮮明となる。あらゆるヨーロッパ的要
素を排し、ブラックの「純粋性」を主張し、白人への
敵対姿勢を崩さないガーヴェイを、ジェームズは偏
狭なブラック・ナショナリストとして批判する25。
逆にジェームズが重要視したのは、ヨーロッパとは
異なる「自分たちの純粋な文化」を捜し求めること
ではなく、ヨーロッパ文化から諸要素を批判的に奪
い、そこから新たな文化を形成し自分たちのものに
していくような文化実践であった。さらに1981年、
レイス・トゥデー・コレクティブが主催した彼の80
歳記念講演のなかで、ジェームズはガーヴェイの「ア
フリカへの帰還」という主張も批判している。「ブ
ラック運動の創始者」であり、彼がいたからこそ「自
分がいまここにいる」のであると、ガーヴェイに敬
意を払いつつも、「アフリカへの帰還」については
まったく賛成できないとジェームズは言う。すなわ
ち、「帰還という考えは、ここイギリスであなたたち
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が直面しているさまざまな問題から、あなたがたを
引き離してしまうのである｣26。ジェームズによる
ガーヴェイ批判からわかる彼の主張は、文化の純粋
性ではなくその混淆性を、過去との親和性ではなく
現在性を根幹に文化実践をせよ、というものであっ
た。「われわれはジェームズの思想に従った｣27とい
うLKJにとって、植民地において支配者の言語をも
とにつくられた「自らの言葉」パトワを、自分が今
存在するイギリスという英語圏の中心で叫ぶことこ
そ、まさにジェームズの説いたラディカルな文化実
践だったのである。
おわりに
本稿では、LKJのダブ・ポエトリーがどのような
社会的・思想的背景をもとに制作されるようになっ
たのか粗描してきた。ここまで見てきたように、ア
メリカのブラック・パワー運動とジャマイカのラス
タファリ運動に影響を受けつつ、そこからさらにC.
L.R.ジェームズを経由することで、LKJ独自のダブ・
ポエトリーというスタイルができあがったと言える
だろう。しかし、そうした背景を探る中で、もう一
つ重要な論点が浮かび上がってきたのである。それ
は『レイス・トゥデー』という雑誌の存在である。
本稿でもジェームズとの思想的交流の媒体として
『レイス・トゥデー』に言及したが、そもそもLKJが
初めて詩を発表したのが同誌である。さらに彼の
「盟友」でありジェームズの甥であるダーカス・ハウ
が編集長となった1974年以降、LKJは同誌で詩を発
表するだけではなく、移民によるさまざまな文化作
品を批評し、また同誌の編集に携わりながらイギリ
スのみならず第３世界の政治・社会問題にまでコ
ミットしていくことになる。したがって、LKJに焦
点をあてたイギリスの移民による文化実践をより広
い文脈で包括的に理解するためには、『レイス・トゥ
デー』におけるLKJの活動の検討が、次に取り組む
べき課題だと言えよう。
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